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内

容

背景 

かつて我が国のｴﾈﾙｷﾞｰﾍﾞｽﾄﾐｯｸｽの一角を占めていた原子力発電は未だ再稼働への道半ばで

あり，一方で再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの開発・利用が急速に進められている．しかし，燃料として天然ガ

ス，石油および石炭を用いる火力発電の電力供給に占める割合は約 80~90%にまで上昇してお

り，火力発電装置の高効率化，低環境負荷化を推し進める必要性は益々高まっている． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本技術の 

有用性 

本研究室では様々な規模の燃焼現象の数値シミュレーションによる詳細な解析を行っている．
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着火現象のための計算領域（Muto et al., 2017）


